


 

新生児期の早期刺激には 2 つの範疇がある。1 つは器具,装置やあるいは NICU 勤務者によ

る新生児への感覚的刺激である。1つは両親・児接触である。 

 第 1 の範疇には各種の感覚的刺激がある。我々は,低出生体重児におしゃぶり刺激,触覚

刺激,視覚刺激の感覚刺激を与える第 1の範疇に属する新生児早期刺激を研究目的とし,新

生児期発達におよぼす影響を検討した。 

 第 1 に,双胎・低出生体重児の新生児期発達におけるおしゃぶり刺激と触覚刺激である。

5組の 1卵性双胎である低出生体重児に与え,体重増加によって評価した。5組ともおしゃ

ぶり刺激と触覚刺激を受けた群の方が体重増加が良好であった。さらに長期効果を判定す

べく,体重と津守・稲毛式発達指数 DQ を調べた。その結果は,2組においてのみ刺激を受け

た双胎の一方の児が引き続き体重増加が良好であり,他の 3 組は刺激中止後は双胎のうち

出生体重の大きい方の児に良好な体重増加がみとめられ,刺激を与えた出生体重の小さい

方の児をうわまわっていた。再に発達指数 DQ には差異を認めなかった。 


